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全国中小貿易業連盟の皆様、また、本ニュースをご愛読の皆様、新年明けましておめでとうございます。 

振り返ってみますと、昨年は内外の情勢に様々な変化がありました。 

国内における大きな出来事として、まず、平成が終了し、新しく令和の時代になった事が挙げられます。令和

の言葉の出典は万葉集で、梅の開花と共に訪れた春の喜びを歌った言葉です。４月末に天皇陛下が退位し、

５月１日に新天皇が即位、新しい元号に変わりました。 

政治の世界では、７月に参議院議員選挙が行われ、第四次安倍再改造内閣が発足しました。安倍首相の在

職期間は歴代最長となっております。 

１０月には、財政の立て直しと、社会保障の充実のため、消費税が５年ぶりに、８％から１０％に引き上げられ

ました。 

明るい話題として、ラグビーの日本大会が行われ、日本は４強までは手が届かなかったものの快進撃を果た

し、日本国中が沸きました。 

１２月に入り、新たな日本人のノーベル賞の受賞者が発表されました。スマートフォンや、電気自動車などに

搭載する、リチュウムイオン電池の開発に主導的な役割を果たした民間人の吉野彰氏で、日本人の受賞者と

して２７人目になります。 

一方、昨年は、多くの自然災害に見舞われた年でもあります。 

特に台風１５号と１９号は、甚大な風水害の被害をもたらし、多数の人命が失われました。亡くなられた方々に

深い哀悼の意を表したいと思います。 

一方世界経済は、トランプ旋風が続いており、米中の貿易摩擦が、世界経済に暗い影を落としております。

今後の改善を期待したいと思います。 

今年は東京オリンピックや米国大統領選挙がありますが、経済、政治、或は自然災害の面で荒波が押し寄せ

る事も考えられます。荒波に対しては、今年の干支である、環境

への適応が高いとされているネズミのように、逆境をうまく乗り切っ

ていきたいと思います。 

今年も皆様のご希望に沿った、海外使節団の派遣、各連盟主

催の経済講演会の開催、また政府に対する皆様のお声の伝達、

更に会員間のビジネスの振興等を積極的に推進して行く所存で

すので、引き続きご協力とご支援をよろしくお願い申し上げます。 

末尾ながら、皆様企業におかれましては、更に大きく発展する

事を心より祈念し、新年のご挨拶とさせて頂きます。 

 

令和二年一月一日 

（一社）全国中小貿易業連盟 理事長  伊藤 紀忠 
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  全中貿大阪連盟では、11 月 29 日（金）に経済講演会を開催しました。演題と講師と講義内容は以下の通りです。 

 

名 称 
「米中貿易摩擦とビジネスへの影響」と 

「関西経済の現状と展望」についての時局・時事講演会 

実 施 日 時 令和元年 11 月 29 日（金）14：30～19：00 

実 施 場 所 大阪商工会議所 401 号会議室 

主催 

共催 

団体名 

①全国中小貿易業大阪連盟         ②日本貿易振興機構（ジェトロ）大阪本部 

③大阪商工会議所               ④公益財団法人 大阪産業局 

⑤一般財団法人 大阪国際経済振興センター   ⑥一般社団法人 大阪貿易協会 

⑦大阪倉庫協会    ⑧公益社団法人 関西経済連合会 

協 力 団 体 (一財)貿易・産業協力振興財団 

【第 1 部】 

「米中貿易摩擦とビジネスへの影響」 

◆講師：日本貿易振興機構（ジェトロ）  

海外調査部米州課長 藤井
ふじい

 麻里
ま り

 氏 

主な内容： 

米中の貿易のアンバランスに基因する、両国の追加関税の内容やそ

の対応について詳しく説明して頂きました。 

また、米中貿易摩擦に関連し、日本から米国への輸出や投資に関す

る注意点を述べられました。日本はアメリカにとって最も信頼のおける国

のひとつでありますが、いかなる取引もアメリカに安全保障上の懸念を

抱かせない事が重要とのご説明がありました。 

 

【第 2 部】 

「関西経済の現状と展望」 

◆講師：日本銀行理事 

大阪支店長 山田
やまだ

 泰 弘
やすひろ

 氏 

主な内容： 

世界経済と日本経済、更に関西経済の動向と、その見通しについ

てご説明がありました。 

関西経済に関して、経済を下支えしている基本的要因として、イ

ンバウンドの消費、設備投資（イノベーション、研究開発）、モノ造

り力の 3 つの要因を挙げられました。また、関西経済が種々の指標

において全国を上回っており、日本経済を牽引している実態につい

てご説明がありました。 
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伊藤理事長（左）とジェトロの講師 藤井麻里氏（右） 
 
 
 
 
 
 
 

 

会場の様子 
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3. 全中貿・モロッコ王国経済交流派遣団２０１９ 完了報告・・・・ 
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▶本ニュースに関するご照会・ご意見等は、全中貿事務局 (大洋株式会社内) 鹿内 までお願いします。 

全中貿事務局  TEL/ 06-6443-5810  E-MAIL / zenchubo.jimukyoku@jafta.jp 

ＪＩＣＡラバト事務所を訪問 

在モロッコ日本大使館を訪問 


